
別紙１　参考様式

１　対象地区の現状

２　対象地区の課題

３  対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針

　規模拡大を目指す農業者については、農地中間管理事業を活用し、農地の集積を支援する。また、高齢化等
によりリタイアする経営体の施設やほ場を、規模拡大を図る経営体に確実に引き継がれるように調整を進める。

  今後、中心経営体のうち、規模拡大を目指す農業者が引き受ける意向のある耕作面積は、70才以上で後継者
未定の農業者の耕作面積より大きい。
　産地の維持・拡大のために、がんばる新農業人支援事業等を活用した、新規就農者の育成も必要である。

実質化された人・農地プラン

ⅰ　うち後継者未定の農業者の耕作面積の合計

ⅱ　うち後継者について不明の農業者の耕作面積の合計

0.945ｈａ

0ｈａ

直近の更新年月日

4.18ｈａ

4.18ｈａ

1.28ｈａ

①地区内の耕地面積

②アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の合計

④地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計

③地区内における70才以上の農業者の耕作面積の合計 1.44ｈａ
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